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生活指導方針
○○○○立○○中学校生活指導部

目　標
1． 自主、自律の精神を養い、自立の力を身につけさせる。
2． 友情と連帯を深めさせ、思いやりの心を育てる。
3． 自治の力を伸ばし、安全で規律ある学校生活を確立させる。
指導の重点

1． 教育目標、月間目標、週目標の徹底を図り、望ましい生活習慣と礼儀を身にけさせる。
2． 教育相談を重視し、生徒の内面をつかんで、個に応じた指導を徹底させる。
3． 話し合いを大切にし、みんなで考え、決め、実行させる。
4． 避難訓練を通して、生命の尊重を理解させ、安全の確保に努めさせる。
基本方針
1． 生徒会、委員会、学級活動、部活動、諸行事等を、話し合いを中心とした生徒の主体的取り組みとし、自主・自治の力を伸ばす。
２．日直、週番活動を柱に、学校生活のリズムを確立させ、規律を守らせる。
3． 一人一人の生徒を大切に、生徒理解を深め、体罰を排して、常に教育相談的手法で指導を進める。
4． 家庭、地域社会との密接な連携を図るとともに、行事への積極的参加を促し地域社会の発達に貢献する生徒を育てる。
５．常に教師間の共通理解を図り、組織的、計画的に指導する。
6． 地元の小学校との連携を通して、小学校の基本方針や教育方法を学び、一人一人の生徒の共通理解を深める校内体制を確立する。
7． 生き方指導の充実に努めるために、青少年の非行事例を取り上げた話し合い活動や、講演会等の機会を活用し、正しい知識に基づく適切な判断の育成を図る。
8． 自他の生命や安全に対する意識を高めるため、安全指導や避難訓練の時間を活用し、校舎内の過ごし方、交通安全の啓発、災害に対する心構え等の徹底を図る。

日常指導の留意事項
1． 「授業で勝負」を基本に、始めと終わりの挨拶、生徒の興味・関心を引き出す授業づくりに心がけ、授業を通して生徒の心をつかむ。
2． あらゆる場や機会（清掃、給食、週番、休み時間等）をとらえ、生徒に「さん，くん」づけで声をかけ、話を聞き、人間的ふれあいを強める教育相談的方法により、生徒理解を深め、助言、指導する。
3． 全校朝会、学年集会、行事、授業などの場でルールやマナーを習得させ集団行動基本（整列、あいさつ、私語をなくす等）を身につけさせ、あわせて学校生活のリズムを確立させる。
4． 教室、席下、便所など校舎内を常に点検し、異常ある場合は原因を調査し、早急に措置できるようにする。
5． 教師間の情報交換、話し合いを盛んにし、互いに声を掛けあって、一致協力して指導をすすめる。

事故発生時の対応
  事故発生時の指導は、学級担任、学年教師を基本としつつ、下記のように全校的対応をとるものとする。















1． 必ず保護者に連絡し、必要に応じて家庭訪問、保護者の来校等により、加害者、被害者の間での謝罪、弁償等の措置をとる。
2． 問題の影響によっては、学年集会、全校集会等を行い、学年全体あるいは全校の指導をすすめる。
3． 暴力事件、恐喝事件等の場合、必要の応じて関係機関と連携して指導する。

4． 緊急事態の時、できるだけ多くの教師が現場にかけつける。当事者を別室に移し、一般生徒をを落ち着かせる等　生活指導主任、学年主任の指導で協力して指導にあたる。
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